
第 1 5 回長崎県障害者スポーツ大会開催要領

1 . 目 的

共生社会の実現に向け、 ノ ーマライゼー シ ョ ンの理念のもと障害者スポーツを振興し、 障害

のある人のスポーツ活動の日常化と競技力の向上を図ると ともに、 よ り積極的な社会参加と生

活の質の向上に資することを目的とする。

2 . 主 催

長崎県、 長崎県障害者スポーツ協会

3 . 後 援 (予定)

長崎県市長会、 長崎県町村会、 長崎県障害者社会参加推進センター 、 (一社) 長崎県身体障害

者福祉協会連合会、 (一社) 長崎県手をつなぐ育成会、 (一社) 長崎県知的障がい者福祉協会、

長崎県精神障害者団体連合会、 長崎県精神障害者家族連合会、 長崎県教育委員会、

(社福) 長崎県社会福祉協議会、 (社福) 長崎県共同募金会、 日本赤十字社長崎県支部、

(一社) 長崎県医師会、 (公社) 長崎県理学療法土会、 (公財) 長崎県体育協会、

(ー財) 長崎陸上競技協会、長崎県水泳連盟、 長崎県卓球連盟、 長崎県アーチ ェ リ ー協会、

長崎県ユニ力一ル協会、 長崎県障害者フライ ングデ ィ スク協会、 長崎県障害者スポーツ指艶導者

協議会
　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4 . 大会期日及び日程

平成 2 7年5月 3 1 日 ( 日 )

総合開会式 総合閉会式

選手団集合開始 9 : 4 0 選手団集合開始 1 6 : 2 〇

開 式 通 告 1 0 : 0 5 開 式 通 告 牟 6 : 2 5

閉 式 通 告 1 0 : 2 5 開 会 宣 言 1 6 : 3 5
　 　 　 　 　 　 　 　

(雨天のときは、 別に定める方法による)

5 . 大会会場

開 会 式
県 立 総 合 運 動 公 園 陸 上 競 技 場

(予定)
諫 - 旱 、 市

陸 上 ゞ 競･/ 技
県 立 総 合 運 動 公 園 陸 上 競 技 場

(予定)
"

フ ラ ー イ ン グ デ ギ ス ク

卓 球 競 . 技

サ ウ ン ド テ ー ブ ル テ ニ ス

県 立 総 合 運 動 公 園 補 助 競 技 場

(予定)
"

球 競 . 技 諌 早 市 中 央 体 育 館 ( メ イ ン ) "

諫 早 市 新 道 交 流 セ ン タ ー "

ユ ニ カ ー ル 諫 早 市 中 央 体 育 館 ( サ ブ ) "

ア ー チ ェ リ ー

水 泳 競 技

大 村 市 営 ア ー チ ェ リ ー 陽 大 村 市

東 長 崎 コ ミ ユ 一 丁 イ ー プ ー ル 長 崎 市

ボ ウ リ ン グ 長 崎 ラ ッ キ ー ボ ウ ル "



6 . 参 加 者

G ) 競技参加者は、 次の各号に該当する者とする。

( 2 ) 平成 27 年 4 月 1 日現在 1 3 歳以上で県内に居住する者。

ア 身体障害者は、 身体障害者手帳の交付を受けた者。

イ 知的障害者は、 療育手帳の交付を受けた者。 あるいは、 その取得の対象に準誹る障

害のある者。

ウ 、 精神障害者は、 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。 あるいは、 その取得の

対象に準誹る障害のある者。

( 3 ) 役員及び付添等

7 . 競技種目

Gうき出場競技種目は、 陸上競技、 水泳競技、 卓球競技、 アーチ ェ リ ー、 ボウ リ ングは一人

ず種目 。 フライ ングデイ ヌクはアキュラ シーとディ スタ ンスの両種目に出場することが

出来る

ユニカールは ずナチ｢ム3名で競技を行うがチーム編成は4名まで申し込むことができ

る。

もご B壁上競技のリレー ( 4 X T 0 o m ) に出場するチ-ムは選手団ことに知的障害者の男女

混合で編成し、 6名以内で申込みのことQ

ご 水泳競技のリレー ( 4 × ‐25 m リ レー ･ 4 × 2 6 mメ ド レー リ レー) に出場するチーム も

はオ÷プン競技と して、 主管する県水泳連盟の取 り纏めにより実施する。

) ぐ2) ボウ リ ングの競技方法はミシングルレ｣ン方式で行う 。 ′ また、 シコ ーターを用いるゲ

ームに出場希望者は申込書で明記のこと。

( 3 ) 競技種目及び障害適用については、 『長崎県障害者スポ-ツ大会競技種目及び障害別適 -

用表』 による。 (全国大会の適用区分を基準に実施する。 )

ま ふでき も 〔 4 ) 精神障害者の実施競技は陸上競技、 卓球競技、 フライングディ スクとする。 但 しミ 全国

障害者スポーツ大会の派遣対象にはならない。

8 . 出場種目及び参加申込み

( 1)競技に出場しようとする者は、 競技別様式による参加申込書を居住地の市町役場へ、

2月 20日(金) までに提出することと し、 市 ･ 町は、 参加申込書、 関係書類を取 りま

きとめ＼所管福祉事務所八 2月 2 7 日 (金) までに届け出ることとする。

(2 ) 福祉事務所瓢よ;、 参加申込書様式ご2 ‐ せ ~ 2 -7 A Iを一括郵送 し、 参加競技者名簿

麻式 7惨加選手団名翔様式 8 I及びリ レー種目参加申込書様式 1 0 Iを取り まとめ、

電子メールで、 3月 6 曰 く金) までに長崎県障害者スポーツ協会に必着するよう提出

のこと。

( 3 ) ろう学校、 盲学校、 特別支援学校については、 全ての関連書を3月 6 日 (金) までに

長崎県障害者スポーツ協会に必者で提出のこと。

ただし、 新入生 (入学 ･ 転入) に限 り 4月 1 0 日 (金) 必者で追加申込み手続きのこ

と 。 (すでに入学前に市 ･ 町に申込みを済ませている場合があるので確認のこと)



9 . 全国障害者スポーツ大会出場競技者の選考

( 十 ) 本大会の個人競技参加で希望者の中から第 1 5 回全国障害者スポーツ大会 く平成 2 7

年 T O月 2 4 日 (土) ~ 2 6 日 (月 ) 〉 出場の県代表競技者の選考を行う 。

( 2 ) 県代表競技者の選考方法については、 別に定めるものとする。

1 0 . そ の 他

( 1 ) ナンバーカー ドは、 各選手団で保管管理のものを着用する。

なお、 競技者の番号については、 申込みを受理後に事務局で付番 し、 通知する。

( 2 ) 競技参加者は、 事前に医師の診断等を受け、 急激な運動に十分配慮し、 危険、 事故の
防止に万全を期するこ と。

( 3 ) 卓球競技及びユニカールに出場する選手は、 場内は土足厳禁の定め上履き用運動靴を き

準備 し、 下肢障害者で松葉杖を使用する選手は特に競技に支障のない接触面にあてが
う布刀バー等をあ らか じめ用意のこ と 。

( 4 ) S T T に出場する選手は、 アイマスクを各自で準備の上、 着用のこと。

( 5 ) 個人情報については、 大会ブ□グラムほかで参加者の氏名 、 年齢、 障害区分、 障害名 、

ギ写真で 映像がテレビ. 新聞等で報道されることが有る。 このことは全国大会に出煽す

る関連の報道まで含み、 了承のう え申込みのこと。

( 6 ) その他、 大会参加上の必要事項については、 その都度福祉事務所長または選手団長を
通 じて周知を図るものとする。

也 ず . 雨天時等の対応について

( T ) 小雨の場合は決行する。

( 2 ) 雨天等の場合は、 大会前日正午に大会実施の有無を決定 し、 中止する場合は、 福祉事
務所長、 学校長等を通じて周知するものとする。

( 3 ) 大会当 日 、 午前5 時 3 0 分現在において雨天等によ り大会の実施が困難と判断され、

大会を中止する場合は、 直ちに福祉事務所長、 学校長等を通じその旨を周知するもの
とする。

( 4 ) 大会当 日 、 選手団輸送開始後において雨天等において闘 ･ 開会式及び屋外の競技は中
止 し、 屋内の競技のみ実施することもある。

( 5 ) 開開会式及び屋外競技が中止された場合、 延期は行わないものとする。



※確認事項

( 1 } 完全とは、 上肢や下肢の大きな 3つの関節の機能が損傷を受け、 補装具なしでは体重を

支えきれないものをいう 。

① 片上肢 (片下肢) 完全とは、 片上肢 (片下肢) だけで身体障害者手帳等級の 3級以上

に相当するもの。

② 両上肢 (両下肢) 完全とは、 ‘ 両上肢 (両下肢) だけで身体障害者手帳等級の 2級以上

に相当するもの。

( 2 ) 上肢 (下肢) の不完全とは、 ( 1 ) の①ゞ ②以外の障害をさす。

( 3 ) 体幹障害とは、 脳原生麻痺を除く 青柱障害のもの。 (青椎側弯など)

( 4 ) 脳原生麻痺とは、 脳性麻痺ぜ. 脳血管疾患や脳外傷等による脳に起因する機能障害である。

( 5 ) 関節離断とは、 上位の部位の切断と して扱う 。 肘関節誰断は上腕切断となる。

( 6 ) 身体障害が重複している場合には、 どち らの障害区分でも競技に参加できる。

( 7 ) 上腕切断が前腕切断で参加するようにゞ同 じ障害部門で~ よ り軽度の区分での参加は認

めない。

〔 8 ) ゞ ビーツバ ツ ク投及びスラ 曰 マムについては、 電動車椅子常用者も参加できる。

( 9 ) 視力は、 両眼の和でなく 、 矯正後の底蕁い方の目の視力である。

( 1 0) 砲丸の重量は次のとおり とする。

① 2了 2 1 kg を使用する障害区分

･ すべての女子

･ すべての2部の男子

･ 肢 2 〔区分番号 1 2 ) の 1 部の男子

･ 肢 3 (区分番号 T 9 ~ 2 2 ) の 1 部の男子

② 4 . 0 0 o kg を使用する障害区分

･ 肢 1 (区分番号 T ~ 9 ) の す 部の男子

･ 肢 2 (区分番号 ず 3~ 1 5 ) の 乍 部の男子

･ 視覚及び聴覚の 1 部の男子

(T O 各個人競技はアーチ ェ リ ー (コ ンパウン ド ) 、 フ ライ ングデ ィ スク及びユニカールを除

き年齢 ( 4月 1 日現在) を次の各部に分けて競技するものとする。

① 身体障害者 1 部 ( 3 9 歳以下) 、 2部 ( 4 0歳以上)

② 知的障害者 少年の部 ( 1 9歳以下) 、 青年の部 ( 2 0歳~ 3 5 歳) 、

壮年の部 ( 3 6歳以上)



長崎県障害者スポーツ大会競技種目及び障害別適用表
乍 陸上競技

◎男女別 ･ 年齢区分別 △男毫混合 ･ 年齢区分なし ▲男女別 ･ 年齢区分なし

NG 障 害 区 分 50m 牟。om 200m 400m 800m 1500m スラ□-ム 4X10omリレー 走高跳 立幅跳 刷も 砲丸投 ソフトボール投 ジヤベリックス□- ビーンバッグ投NG 障 害 区 分

肢体不自由

イー

上肢

41

手部切断

片前腕切断 片上肢不完全

片上腕切断 片上肢完全

◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2
面前腕切断、 片前腕 ･ 片上腕切断

面上肢不完全
◎ ◎ ▲ ◎ ◎

3 面上=剩切断 面上肢完全 ◎ ◎ ▲ ◎ ◎

下肢

4 片下腿切断 片下肢不完全 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 片大腿切断 片下肢完全 ◎ ◎
、、

◎ ◎ ◎ ◎ ◎
′

6 両下腿切断 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7
片下腿 ･ 片大腿切断

両下肢不完全
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 両大腿切断 面下肢完全 ◎ ◎ ◎

体幹 9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
h

2 脳原性麻痺以外で車椅子常用、使用
T O 第 6頸髄まで残存 ◎ ◎ ◎ ◎

1 1 第7顫髄まで残存
◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

⑨ ◎ ◎ ◎1 2 第8頤髄まで残存

1 3 下肢麻痺で座位バランスな し ゾ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎
-

1 4 下肢麻痺で座位バラ ンスあり
◎ ⑧ ◎

◎ ⑥ ⑥

◎ ◎ ◎乍 5 その他の車椅子

3 脳原性麻痺趙性瞬嘘、謎血管候恩、圏外‐箇等)

1 6 四肢麻痺で車椅子使用 ◎ ◎ ◎

17 けって移動三 ･ ◎ ◎ ◎

イ 8 片上下肢で車椅子使用 ◎ ⑥ ◎ ◎

1 9 上肢で車椅子使用 ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

20 その他走不能 ◎ ◎ ◎

2乍 上肢に不=範意運動を伴う走可能 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

22 その他走可能 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

4 23 電動車椅子常用 ◎ ◎

24 視力 0から光覚弁まで ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

a5
視力手動弁からor 0 3まで -

視野5度以内 F -
◎ ◎ ◎

,

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
′ - - -視 ^ 覚 、 障 “ 害

26 その他の視覚障害者 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

聴覚、 平衡機能障
害、 音声 ･ 言 語 J
そ しゃ く機能障害

27 、 聴覚障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

知 的 障 害 28 知的障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎

内 部 障 害 29 ぼうこ う又は直腸機能障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

精 神 障 害 30 精神障害 ◎ ◎ ◎ ◎

- 男女混合リ レー I 知的障害者 〔特別支援学校、 地区単位で編成し女子を 1 名以上入れること) 1 o o m × 4名 l 1

※ : スパイ クシ ュ ーズの使用は認めるが事前に充分に練習をすること 。
スパイ ク シ ュ ーズのピンの長さは 8mm以下とする。
5 0 m競走で使用する車椅子は日常生活用とする。



2 水泳競技
◎男女別 : 年齢区分別 0男女別 : 1 都 ●男女別 : 2部 △男女混合 ･ 年齢区分な し

NQ 障 害 区 分

25m 50m 25m 50m 26m 50m 25m 50m 4×25mリレー 4×25mメドレーリレー 備考
NQ 障 害 区 分

肢体不自由

41

上肢

乍 手部切断 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O乍

2

手部切断

片前腕切断、 片上肢不完全

o

◎

0

◎ ･ O ･ O ･ O

3 片上腕切断、 片上肢完全 ◎ ⑨ ･ O ･ O ･ O

4 両前腕切断、 両上肢不完全 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

5
両上腕切断、 両上肢完全

片前腕 ･ 片上駒切断
◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

下肢

6 片下腿切断、 片下肢不完全 ◎ ◎ ･ し O ･ O ･ ′ O

7 片大腿切断、 片下肢完全 ◎ ⑧ ･ O ･ O ･ O

8 両下腿切断、 両下肢不完全 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

9
両大腿切断、 両下肢完全

片下腿 ･ 片大胆切断
⑨ ◎ ･ O ･ O ･

上下肢

T O
片上肢切断 ･ 片下肢切断

片上肢不･完全 ･ 片下肢不完全
◎ ◎ ･ O ･ O ･

1 せ
多岐切断、 片上肢切断 ･ 片下肢完全

両上肢不完全 ･ 両下肢不完全
◎ ◎ ･ O ･ O ･

体幹 也 2 体幹 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

2

車 脳

椅以原

子外性

便で麻
用 痺

十 3 第 7頚髄まで残存 ◎ ◎ ◎ ◎

1 4 第8頚髄まで残存 ⑥ ◎ ･ O ･ O ･ O

ず 5 下肢麻痺で座位バランスな し ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

乍 6 下肢麻痺で座位バランスあり ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O
t

3 脳原性麻痺
1 7

四肢麻痺 (車椅子常用)

上肢に著しい不随意運動を伴う走不能
◎ ◎ ◎ ◎

1 8
両下肢麻痺

◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

乍 9 片側障害で片上肢機能全廃 ◎ ⑨ ･ O ･ O ･

20 その他の片側障害で走不能 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

21 その他 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

4 22 浮具使用 ◎ ◎ ◎ ◎

視 覚 障 害

23 視力 0から光覚弁まで ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

24
視力手動弁から ○ . 0 3 まで

視野5度以内
◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

25 その他 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

害、 音声 ･ 言語 ･
そ しゃ く機能障害

26 聴覚障害 ◎ ◎ ･ O ･ O ･ O

知 的 障 害 27 知的障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎ △ △



◎男女別、 年齢区分別3 卓球競技

No 障 害 区 分 卓球 S T T 備考

上肢

ず 下肢

肢体不自由 一 徳

2 聖霊鷺群鰡

3 脳原性麻痺

視覚障害

2一3一4
両上間瞳胃

片下腿切断、 片下肢不完全

片大腿切断、 片下肢完全 ◎-◎-◎
◎

5
[片下腿 ･ 片大腿切断

◎

箒

脳原性麻蝮以外の

車椅子常用、 使用
6一7一8

体幹

顆髄損傷

座館バランス欲 し

･o･

′

9 その他の車椅子 o

《〔

3

乍 ヤ 杖 ･ 松葉杖使用 @ -

俗物一博
上肢に不随意運動なし

片側障害

視力 0から ○ . 0 3 まで

@

◎

◎

乍 6 その他 ◎

聴覚、 平衡機能障害、
音声 ･ 言語 ･ そしゃ く機能障害

乍 7 聴覚障害 ◎

知 的 障 害 仲 8 知的障害 ◎

◎男女別、 年齢区分別 ●男女別4 アーチ ェ リ ー

※全国大会出場希望者は上 ･ 中細こ出場すること

NQ 障 害 区 分

リ 刀 - ノ コ ン ′ { ワ ン ド

傭者
上 級 中 級 初 級 初心者 上 級 中 級

5

0

m

+

3

0

m

3

0

m

÷

3

O

m

2

0

m

+

2

0

m

乍

0

m

4

1

0

m

5

0

m

+

3

0

m

3

0

m

十

3

0

m
NQ 障 害 区 分

肢体不自由

で 車 満 了 常 用

1

2

、 ′{ -

- ㈲ /

て ･ ′ ◎ ◎ ◎ ◎

･ ･

切断 ･ 機能障害

3 上肢障害 ⑥ ◎ ◎ ⑨

4 下肢障害 ◎ ◎ ◎ ◎

5 体幹 ◎ ◎ ◎ ◎

脳 原 性 麻 痺 6 ◎ ◎ ◎ ◎

聴覚、 平衡機能障害、 音声 ･
言語 ･ そ しゃ く機能障害

了 聴覚障害 ◎ ◎ ◎ ◎

◎男女同一区分 ●男女別5 フライ ングディ スク

デ“ ' ‐小峯壱コラシ一 座 位 テ ィ スタ ンス立 位 備 考
肢体不自由

視覚障害 アキュラシー
聴覚障害 ◎ ディ スリ ー ト ア は ● ●知的障害 県大会では実施
精神障害 しない
内部障害

(ぼう こう又は直腸機能障害
※ アキュラシー ｣ ナ イ スタンス｣ をセ ッ トで 1 目 とする。

6 ボウ リ ング

知的障害者ー 障害者 I 知的障害者で男女別、 年齢区分で実施する 1 l

7 コニカール

岬騙繭壁難醇者 l ミ翳 橇輪葬紫蘇盤ぶ,握る原則と して 1 人以上の内部障害者を入れるo



＼
コニカール

競技者
1

. - - , . ÷ = -+… .し して、 精神障害者を除く 障害者を同線とする。
2(男女共通)

3( 1 チーム 3人 ･ 補欠 乍

各選手団4チーム以内 補欠



参 加 申 込 書 の 記 入 方 法

1 . 参加申込者は競技別によ りそれぞれの様式にて申込んで下さい。

2 . 出場種目は一人 乍 種目 ( リ レー種目 を除く ) です。

3 . 申込書は階書で明確こ記入するとともに ◎ のところには必穿押印 し、 該当すると

ころには ○印 を して下さい。

4 . 競技群、 種目 は ｢長崎県障害者スポーツ大会競技種目及び障害別適用表｣ によ り記

入 して下さい。

5 . 全国障害者スポーツ大会 (平成 2 7年 中 0月 2 4 日… ↑ 0 月 2 6 日 ) 及び選手強化

練習への参加に支障がある方は全国大会参加希望 ｢な し｣ を選んで下さい。

6 . 個人情報については、 参加者の氏名 、 写真、 映像がテレビ、 新聞等で報道されるこ

とがあり ます。 また 、 大会プログラム及び大会報告書等には、 選手団名、 氏名 、 年

齢、 性別、 順位、 記録、 障害区分、 障害名等を掲載いた しますので、 了承のうえ申

込んで下さい。

なお、 このことは全国大会参加に係る強化練習会、 本大会出場に関連する報道も含

みます。

7 . 参加申込書は市町役場へ 2月 2 0 日 (金) までに提出 して下さい。 提出期限後の申

込みは一切受け付けません。


